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TEC-FORCE予備隊員に藤木副会長ら
専門的な知見や経験もとに課題解決 期待近運局/京ト協

　

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
平
島
竜
二
会
長
）
の
藤
木

哲
也
副
会
長
、
環
境
・
災
害
対
策
委
員
会
の
増
田
敏
委

員
長
お
よ
び
岡
本
美
知
由
副
委
員
長
は
１
月
29
日
、
近

畿
運
輸
局
の
服
部
真
樹
局
長
か
ら
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
の
予
備
隊
員
登
録
通

知
書
を
交
付
さ
れ
た
。
近
畿
運
輸
局
管
内
第
１
号
で
、

服
部
局
長
は
「
京
ト
協
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
る
」
と

協
力
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
示
し
た
。
藤
木
副
会
長
も

「
世
の
中
、
世
間
の
た
め
に
活
躍
し
た
い
」
と
応
え
た
。

　

任
期
は
25
年
10
月
１
日
〜

26
年
９
月
30
日
ま
で
で
、
災

害
時
派
遣
期
間
の
実
勤
務
日

数
は
１
週
間
程
度
を
予
定
。

26
年
10
月
以

降
も
継
続
す

る
場
合
は
、

再
度
、
応
募

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

藤
木
副
会

長
ら
に
は
物

流
に
関
す
る

専
門
的
な
知

識
や
経
験
を

基
に
、
被
災

自
治
体
が
抱

え
る
課
題
解

決
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、
被

災
地
方
公
共
団
体
へ
は
エ
リ

ゾ
ン
（
災
害
対
策
現
地
情
報

連
絡
員
）
ま
た
は
、
輸
送
支

援
班
が
派
遣
さ
れ
る
。

　

エ
リ
ゾ
ン
ら
は
地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る
物
資
拠
点

の
管
理
・
運
営
、
配
送
状
況

や
支
援
ニ
ー
ズ
な
ど
を
日
々

確
認
し
、
地
方
運
輸
局
災
害

対
策
本
部
を
通
じ
て
政
府
の

現
地
対
策
本
部
お
よ
び
、
本

省
災
害
対
策
本
部
へ
報
告
。

持
続
的
な
物
資
拠
点
の
運
営

や
配
送
業
務
が
行
わ
れ
る
よ

う
関
係
機
関
と
調
整
、
物
流

事
業
者
の
派
遣
要
請
、
災
害

協
定
締
結
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
手
掛
け
る
。

　

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
15
日
、
新
年
祝
賀
交
歓

会
と
安
全
性
優
良
事
業
所

（
Ｇ
マ
ー
ク
）
表
彰
式
を
開

き
、
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展

を
誓
っ
た
。
表
彰
で
は
、
２

０
２
５
年
度
の
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

の
新
規
・
更
新
で
満
点
を
取

得
し
た
事
業
所
に
対
し
、
平

島
会
長
が
表
彰
状
を
手
渡
し

た
。

　

表
彰
式
後
に
行
わ
れ
た
新

年
祝
賀
交
歓
会
に
は
、
西
脇

隆
俊
京
都
府
知
事
を
は
じ

め
、
近
畿
運
輸
支
局
の
服

部
真
樹
局
長
、
京
都
運
輸
支

局
の
川
口
宏
幸
支
局
長
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本

克
己
最
高
顧
問
ら
が
出
席
し

た
。

　

平
島
竜
二
会
長
は
Ｇ
マ
ー

ク
の
取
得
率
に
つ
い
て
、

「
今
ま
で
33
・
9
％
だ
っ
た

が
、
今
回
39
・
3
％
ま
で

高
ま
っ
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の

雇
用
・
賃
金
ど
ち
ら
も
日
本

一
の
協
会
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し

た
。

　

さ
ら
に
、「
軽
油
引
取
税

の
暫
定
税
率
廃
止
を
機
会
に

『
燃
料
費
の
負
担
が
減
っ
た

の
で
運
賃
を
下
げ
る
』
と
い

っ
た
適
正
取
引
を
阻
害
す
る

荷
主
企
業
に
は
、
協
会
と
し

て
厳
正
に
対
処
し
た
い
。
そ

の
よ
う
な
場
合
は
報
告
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
上

で
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ
メ

ン
と
も
連
携
し
対
応
し
て
い

く
方
針
を
示
し
た
。

　

全
ト
協
の
坂
本
最
高
顧
問

は
「
今
回
の
公
正
取
引
委
員

会
に
よ
る
中
小
受
託
取
引
適

正
化
法
（
取
適
法
）
は
ト
ラ

ッ
ク
業
界
へ
の
エ
ー
ル
。
京

都
の
皆
さ
ん
で
日
本
一
の
ト

ラ
ッ
ク
協
会
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
、
全
国
で
も
レ
ベ
ル

の
高
い
業
界
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

西
脇
府
知
事
は
「
物
流
の

第
一
線
で
の
尽
力
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
府
民
の
暮
ら

し
と
地
方
経
済
を
支
え
て
い

日
本
一
の
協
会
め
ざ
す
決
意

Ｇ
マ
ー
ク
表
彰
式
も
実
施

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
お
礼

を
申
し
上
げ
る
」
と
感
謝
の

意
を
示
し
た
。

　

近
運
局
の
服
部
局
長
は
緊

急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
テ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ス
）
に
つ
い
て
触

れ
、「
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協

会
か
ら
３
人
の
方
が
予
備
隊

員
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
機
会
に
皆
さ
ん
の
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　

続
い
て
、
京
運
支
局
の
川

口
支
局
長
が
乾
杯
の
音
頭
を

取
り
、
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト
。

出
席
者
は
近
況
な
ど
を
語
り

合
い
談
笑
し
な
が
ら
、
新
年

祝
賀
交
歓
会
は
和
や
か
に
幕

を
閉
じ
た
。

　

物
資
拠
点
が
有
効
に
機
能

し
て
い
な
い
場
合
、
食
料
や

水
、
生
活
必
需
品
の
荷
さ
ば

き
、
仕
分
け
、
保
管
、
避
難

所
へ
の
配
送
調
整
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
よ
う
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
予
備
隊
員
は
専

門
的
な
知
識
、
経
験
を
活
用

し
、
効
率
的
な
拠
点
運
営
、

配
送
業
務
を
支
援
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

１
月
29
日
に
開
か
れ
た
交

付
式
で
、
近
畿
運
輸
局
の
服

部
局
長
は
「
災
害
時
の
非
常

勤
国
家
公
務
員
と
し
て
活
躍

し
て
も
ら
う
た
め
の
登
録
。

災
害
が
起
き
た
際
、
日
頃
か

ら
緊
急
物
資
輸
送
を
担
当
し

登録通知書を受け取る藤木副会長（右）

関係者全員で力強くガッツポーズ
て
い
る
と
思

う
が
今
後
、

国
家
公
務
員

と
し
て
発
令

で
き
る
。
こ

れ
か
ら
の
協

力
に
期
待
す

る
」
と
述
べ

た
。

　

引
き
続

き
、
近
運
局

総
務
部
安
全

防
災
・
危
機

管
理
調
査
官

近
運
局
管
内
第
１
号
登
録

京
　
ト
　
協

賀
詞
交
歓
会

効
率
的
な
拠
点
運
営

配
送
業
務
を
支
援

ら
か
ら
制
度
概
要
や
職
務
規

程
の
研
修
を
受
け
た
ほ
か
、

能
登
半
島
地
震
や
25
年
12
月

に
亀
岡
市
で
起
き
た
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お

け
る
緊
急
輸
送
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は

２
０
０
８
年
の
発
足
以
来
、

東
日
本
大
震
災
や
西
日
本
豪

雨
と
い
っ
た
災
害
現
場
で
の

活
動
を
通
じ
て
対
応
力
を
蓄

積
す
る
と
と
も
に
、
次
の
災

害
対
応
に
生
か
し
て
き
た
。

　

気
象
変
動
に
よ
り
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
水
災
害
や

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大

規
模
広
域
災
害
に
対
す
る

対
応
力
を
高
め
る
た
め
、
国

土
交
通
省
で
は
25
年
６
月
、

災
害
時
に
民
間
技
術
者
等
を

非
常
勤
の
国
家
公
務
員
（
Ｔ

Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
と
し

て
採
用
・
派
遣
す
る
制
度
を

創
設
。
専
門
的
な
知
識
・
経

験
を
持
つ
人
材
を
事
前
登
録

し
、
被
災
自
治
体
の
被
害
調

査
や
復
旧
支
援
体
制
の
強
化

に
努
め
て
い
る
。

　

な
お
、
同
年
10
月
時
点
に

お
け
る
登
録
者
数
は
、
全
国

で
３
２
０
人
（
地
方
整
備
局

３
０
１
人
、
地
方
運
輸
局
等

19
人
）。


